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2026 年 9 月 15 日 

各 位 

 

 会  社  名 株式会社プロジェクトホールディングス 

 代 表 者 名 代表取締役 CEO 土井 悠之介 

 （コード：9246 東証グロース市場） 

 問 い 合 わ せ 先 取締役 CFO 松村 諒 

 （TEL：03-6459-1025） 

 

「答える AI」から「気づいて動く AI」へ 

企業を理解し、自ら次の一手を提案する AI経営 OS『MOMOXI（モモシィ）』を開発 

～正式提供に先立ち、先行導入企業の募集を開始～ 

 

株式会社プロジェクトホールディングスの子会社である株式会社プロジェクトカンパニー（本社：

東京都港区、代表取締役 CEO：土井 悠之介、以下「当社」）は、経営者と幹部のための AI 経営基盤で

ある『MOMOXI（モモシィ）』を開発しました。 

『MOMOXI（モモシィ）』は、企業固有の「経営知*1」を理解し、自ら必要な情報を探索しながら、

企業の状況や変化を捉える AI 経営 OS*2です。過去の意思決定や業務ルール、成功・失敗の経験など

を継続的に理解し、経営者や管理職の意思決定から実行までを支援します。なお、当社は本サービスの

中核技術である、「LLM Wiki」と「オントロジー」による知識グラフ基盤と、自律的に動く「Agent レ

イヤー」を組み合わせた独自技術について特許を出願しています。（特願 2026-205136） 

正式提供開始に先立ち、本日よりサービスサイトを公開し、先行導入企業の募集を開始します。正式

提供は年内を予定しています。 

 

サービスサイト：URL：https://momoxi.jp/ 

https://momoxi.jp/
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あわせて、特許出願中の当社独自技術「LLM Wiki とオントロジーが実現する次世代の知識グラフ基

盤」について詳しく解説したホワイトペーパーを公開しています。 

ダウンロードはこちら：https://momoxi.jp/contact?type=brochure 

 

開発背景｜会社が成長するほど、企業の「知」は分散する 

企業は、事業や組織が成長するほど、人や情報、業務が増え、経営や現場の状況を把握することが難

しくなります。業務に必要な情報はメール、チャット、会議資料などに分散し、全体像を捉えにくくな

ります。また、過去の意思決定の背景や、社員一人ひとりが培ってきた経験・ノウハウは、十分に言語

化・共有されず、個人の中にとどまりがちです。 

 

こうした情報の分散や知識の属人化により、 

 必要な情報を探すのに時間がかかる 

 過去の判断や経験が次の意思決定に活かされない 

 特定の社員に知識や判断が集中する 

といった課題が生まれています。 

 

これは、単なる情報管理やナレッジ共有の問題ではありません。企業が成長するほど、これまで培っ

てきた「経営知」が社内に分散し、企業としての意思決定や行動に活かしにくくなるという、多くの企

業が抱える経営課題です。 

一方で、過去の意思決定や経験、業務上のルールやノウハウには、その企業だからこそ生み出せる価

値があります。こうした経営知を必要な場面で活用することができれば、人が培ってきた知と AI の力

を掛け合わせ、企業の意思決定や実行力そのものを高めることができます。 

当社は、この考えをもとに、企業固有の「経営知」を AI に理解させ、情報の探索から判断、実行ま

でを支援する『MOMOXI（モモシィ）』を開発しました。 

 

『MOMOXI（モモシィ）』とは｜企業を理解し、自ら探索し、行動する AI 

社内に蓄積された情報だけでなく、過去の意思決定、業務ルール、成功・失敗の経験などを継続的に

理解し、企業固有の文脈を踏まえて自律的に動く AI 経営 OS です。さらに、情報を提示するだけでな

く、課題やリスクを検知し、必要なアクションを提案することで、「調べる・考える」から「決める・

動く」までを継続的に支援します。 

 

■一般的な生成 AIとの違い 

従来の生成 AI は、ユーザーの質問や指示を起点に一般的な情報をもとに回答を作成する受動的なツ

ールです。 

一方『MOMOXI（モモシィ）』は、指示を待つだけでなく変化を捉えて自ら情報を探索し、次の一手

を先回りして提案します。単なる検索・要約を超え、自社固有の文脈を踏まえた実践的な判断を行う点

が従来の生成 AI との大きな違いです。さらに、判断理由や実行結果を蓄積し、意思決定後の進捗追跡

から改善まで伴走します。 

https://momoxi.jp/contact?type=brochure
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『MOMOXI（モモシィ）』は、「LLM Wiki」と「オントロジー」による知識グラフ基盤と、自律的に

動く「Agent レイヤー」を組み合わせた独自技術を採用しています。 

最大の特徴は、企業内の情報を単なる「ファイル」ではなく、「業務関係性ネットワーク」として蓄

積・管理する点にあります。情報を【人】－【プロジェクト】－【意思決定】－【課題】－【リスク】

といったオントロジーに基づいて構造化し、それぞれの関係性をネットワークとして蓄積します。 

この知識基盤と自律的に動く Agent により、社内に分散する情報を検索するだけでなく、情報同士

の関係性や企業固有の文脈を捉え、AI 自らが必要な情報を探索し、次の行動につなげることができま

す。 

 

■知識グラフ基盤の仕組み 
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■主なユースケース 

① 既存顧客の”いま”を捉えて深耕する 

先方の組織変更や公開情報と、社内のやり取りを突き合わせます。 誰に、どのテーマで、いつ

接触するとよいかを、過去の類似案件を根拠にして提案します。 

② 秘書業務を、打診が来る前に済ませる 

予定、メール、相手との関係性、過去の手配内容を踏まえて候補を用意します。承認のうえで、

予約や連絡までを進めます。 

③ 決めたことが、そのまま動き出す 

会議の決定事項を担当・期限つきで管理ツールに登録し、進捗を追跡します。遅れそうなタス

クは、人が気づく前に本人へ声をかけます。 

④ 貴重な人材の流出を、未然に防ぐ 

会話量、会議での発言、残業、休暇の取り方。ひとつずつでは見過ごす変化も、重なれば兆候

です。変化の兆候を根拠とともに捉え、管理職に知らせ、面談まで支援します。 

 

開発体制｜インテリジェンスセンター 

『MOMOXI（モモシィ）』の開発・高度化を担う「インテリジェンスセンター」は、2026 年にグルー

プ内に設立された AI 専門組織です。AI の研究・技術開発からプロダクト開発、企業への実装までを一

気通貫で担い、AI の研究開発と社会実装の双方に知見を持つ専門人材で構成されています。 

企業に蓄積されたデータや知識を AI の力で価値に変え、実際の業務や意思決定に活かすことを目指

し、『MOMOXI（モモシィ）』をはじめとする AI 技術・プロダクトの研究開発と高度化を推進していま

す。 

 

 

株式会社プロジェクトホールディングス 執行役員 COO / 

株式会社プロジェクトカンパニー 取締役 AI事業責任者 北村 俊樹 コメント 

 

AI の進化によって、企業における仕事の進め方だけでなく、

経営のあり方そのものが変わろうとしています。私自身も AI

を業務で活用する中で、AI には単なる業務効率化を超えて、

企業の意思決定や実行を支える力があると感じてきました。

一方で、企業ごとに事業環境や組織、戦略は異なり、一般的な

知識だけでは最適な判断にはつながりません。だからこそ、企

業の中に蓄積された判断や経験を AI が理解し、その企業なら

ではの文脈に沿って経営や業務を支援することが重要だと考

えています。『MOMOXI（モモシィ）』を通じて、AI を企業の

成長を支える新たな経営基盤へと進化させていきます。 
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株式会社プロジェクトホールディングス 

インテリジェンスセンター長 朴 斌 コメント 

AI の研究と事業への実装に携わる中で、企業の中には、デ

ータやマニュアルだけでは捉えきれない膨大な『経営知』が存

在することに着目してきました。そこで私たちは、人や組織の

間に埋もれている暗黙の知見や判断の背景を企業ごとに体系

化し、日々の活動の中で継続的に育てていく独自の仕組みづ

くりに取り組みました。『MOMOXI（モモシィ）』は、こうし

た体系化された企業固有の知を AIの力と結びつけ、状況に応

じた判断やアクションにつなげることを目指しています。人

の経験や意思と AI の知性を掛け合わせることで、企業の中に

新たな『知能』を生み出していきたいと考えています。 

 

略歴：北海道大学大学院（情報学博士）修了後、国立情報科学研究所や富士通 AI 研究所にて先端 AI

研究に従事。その後、ファーストリテイリング社にて生成 AI を用いた全社業務改革を主導。2026 年

プロジェクトホールディングス入社 

専門領域：AI 戦略・先端 AI 研究開発（R&D）、生成 AI ビジネス実装・全社 DX、サプライチェーン

業務変革（企画/物流/店舗） 

 

 

■今後の展開 

AI の普及を起点とした事業構造の転換に向け、当社はコンサルティングで培った実践知を AI プロ

ダクトとして蓄積・資産化し、より多くの企業へ展開する新たな事業モデルの構築を進めています。今

回市場投入する『MOMOXI（モモシィ）』は、その第一弾として、企業内に分散する情報・知識・判断

基準を継続的に蓄積・活用し、日常的な意思決定から実行までを支援する AI経営 OSです。 

正式提供開始後は、実際の企業での利用を通じてユースケースを蓄積し、ユーザーの声や利用デー

タをもとに、機能・体験を継続的に高度化していきます。さらに、人事・営業など特定領域に特化した

専門 AIを順次追加し、企業の課題や成長に応じて AIの活用領域を広げていく予定です。 

今後も当社は、『MOMOXI（モモシィ）』を起点に、コンサルティングで培った知見と AI の力を掛け

合わせ、企業の成長と変革に新たな価値を提供するプロダクト・サービスを継続的に展開していきま

す。 

 

 

 

 

＊1 経営知：企業に蓄積された意思決定や業務ルール、成功・失敗の経験、ノウハウなど、企業固有の知識・経験を総

称したもの。 

＊2 AI経営 OS：企業固有の「経営知」を継続的に理解し、経営や業務の変化を捉えながら、意思決定から次のアクショ

ンまで支援する AI基盤。 
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◼ 株式会社プロジェクトカンパニーについて 

プロジェクトカンパニーは、プロジェクトホールディングスの中核事業会社として、DX・AIを活用

した企業変革支援を提供しています。デジタルコンサルティング、AI、UI/UX・マーケティング領域

を中心に、企業ごとの経営課題に応じたソリューションをワンストップで提供し、構想策定から実行・

定着まで一気通貫で伴走します。   

 

代表者：  代表取締役 CEO 土井 悠之介   

所在地：  106-0041 東京都港区麻布台一丁目 3-1 麻布台ヒルズ森 JPタワー24階   

事業内容： DX・AI領域における企業変革コンサルティング事業 

URL：    https://projectcompany.co.jp/ 

MOMOXI（モモシィ）に関するお問い合わせ先： info@momoxi.jp 

 

以 上 

https://projectcompany.co.jp/
mailto:info@momoxi.jp

